
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

広報

特集
■朝鮮国書が国の重要文化財に指定
■都城市歌が完成
■市民サービス向上宣言！　ほか
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こ
の
史
料
は
平
成
16
年
、
他
の
１
万

点
余
り
の
史
料
と
一
緒
に
、
都
城
島
津

家
か
ら
本
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
３
月
に
県
指
定
文
化
財
に
指
定
。

本
年
３
月
13
日
に
は
、
文
化
庁
で
開
催

さ
れ
た
文
化
審
議
会
で
、
文
部
科
学
大

臣
に
対
し
、
こ
の
国
書
を
重
要
文
化
財

と
す
る
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎

県
内
で
は
18
件
目
の
国
指
定
重
要
文
化

財
。「
歴
史
資
料
」
分
野
で
は
、
県
内

初
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
国
書
は
、
室
町
時
代
の
後
半
に

当
た
る
、
朝
鮮
王
朝
の
年
号
の
弘こ

う

治じ

13

年
（
１
５
０
０
）
正
月
、
朝
鮮
国
王
か

ら
琉
球
国
王
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
、
縦

58
・
１
㌢
、
横
１
１
８
・
４
㌢
、
厚
さ
０
・

６
㌢
の
大
き
さ
で
す
。

　

当
時
の
朝
鮮
半
島
は
、
李り

氏
一
族
が

治
め
、
王
は
燕え

ん

山ざ
ん

君く
ん

で
し
た
。
一
方
の

琉
球
王
国
（
現
在
の
沖
縄
県
）
は
、
尚し

ょ
う

真し
ん

王
が
治
め
て
い
ま
し
た
。

当年治琉真

平
成
27
年
３
月
、
都
城
島
津
家
の
史

料
「
琉
球
国
王
宛
朝
鮮
国
王
国
書
」

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
国
書
は
、
当
時
の
朝
鮮

王
朝
と
日
本
の
関
係
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
、
歴
史

的
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

都
城
島
津
家
に
伝
わ
る
宝

国
書
が
書
か
れ
た
時
代

平
成
27
年
３
月
、
都
城
島
津
家

料
「
琉
球
国
王
宛
朝
鮮
国
王
国

朝
鮮
国
書
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
島
津
邸　

☎
23
ー
２
１
１
６
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国
書
に
は
、「
丁て

い

巳み

（
１
４
９
７
）、

朝
鮮
半
島
に
琉
球
人
の
乗
っ
た
船
が
遭

難
し
て
、
10
人
が
漂
着
し
た
。
う
ち
６

人
は
病
死
し
た
が
、
４
人
が
生
存
し
て

い
る
。
今
回
こ
の
４
人
を
、
対
馬
人
に

依
頼
し
て
琉
球
へ
送
還
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
帰
国
後
、
４
人
が
、
琉
球
王
国

で
元
通
り
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

な
お
、
送
還
す
る
船
に
対
し
て
物
資
の

支
援
を
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
鮮
王
朝
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の

琉
球
人
ら
が
流
れ
着
い
た
と
こ
ろ
は
現

在
の
済さ

い

州し
ゅ
う

（
チ
ェ
ジ
ュ
）
島
で
、
王
朝

の
都
で
あ
る
漢か

ん

城じ
ょ
う

（
現
在
の
ソ
ウ
ル
市
）

に
あ
っ
た
倭わ

館か
ん

（
日
本
人
が
滞
在
し
て

い
た
場
所
）
へ
移
さ
れ
た
後
に
、
琉
球

へ
と
返
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
史
料
の
価
値
は
、
大
き
く
二
つ

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
わ
が
国

に
現
存
す
る
最
古
の
朝
鮮
王
朝
の
国
書

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
に
現

存
す
る
10
通
の
朝
鮮
国
王
の
国
書
の
う

ち
、
都
城
島
津
邸
が
収
蔵
し
て
い
る
こ

の
国
書
が
最
も
古
い
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
西
暦
１
５
０
０
年
頃
の

東
ア
ジ
ア
海
域
の
状
況
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
頃
の
東

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
中
国
南
部
や
朝
鮮

半
島
、
日
本
な
ど
の
沿
岸
部
を
倭わ

寇こ
う

と

呼
ば
れ
る
集
団
が
荒
ら
し
て
い
て
、
安

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
史
料
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
に

あ
っ
て
、
当
時
の
朝
鮮
王
朝
が
積
極
的

な
外
交
や
貿
易
を
展
開
し
、
事
故
に
遭

っ
た
相
手
を
助
け
る
丁
寧
な
対
応
を
と

っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
書
の
内
容

都城島津邸

米澤 英昭さん

MIYAKONOJO SHIMAZU RESIDENCE

国
書
の
価
値

　東アジア海域における交流
は早くから行われていて、16
世紀になると海を介した交流
はさらに盛んとなり、多くの
人や物の往来がありました。
この国書は、そうした東アジ
アを舞台に、官と民を挙げた
交流活動がなされていたこと
を示す、他に例のない貴重な
史料といえます。
　この史料を長く保存できる
よう、環境づくりを進めてい
くのはもちろん、貴重さを発
信するため、定期的な展示も
企画していきます。今も多く
の研究者から注目されている
ことから、今後、新たな東ア
ジア史像が描かれていくので
はないかと期待が膨らみます。

都城島津家から寄贈された約１万
点の史料を収蔵、展示しています。
年間を通じて収蔵史料展や企画展、
特別展を開催しています。
※開館時間など詳しくは、26ペー
　ジの施設案内を確認ください

都城島津伝承館

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
以
来
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
も
増
加
。
第
６
期
計
画
で

は
、
第
５
期
よ
り
も
約
46
億
円
多
い
約

５
０
２
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
現

在
は
、
要
認
定
者
の
う
ち
半
数
近
く
は

軽
度
の
介
護
度
で
す
が
、
今
後
は
重
度

の
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増

え
る
と
、
保
険
料
負
担
額
が
増
え
、
介

護
保
険
の
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

認
知
症
の
人
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

第６期都城市高齢者福祉計画と
介護保険事業計画を策定

地域で支えあう
スマイルシティ
市では、平成27年度から29年度を計画期間とする第６期都
城市高齢者福祉計画および介護保険事業計画を策定しました。
今回はその概要について紹介します。

介
護
保
険
の
現
状

　高齢者が、安心して地域で暮らし、生
きがいを感じながら生活するためには、
社会全体で支えていく仕組みづくりが必
要です。市では、第６期都城市高齢者福
祉計画および介護保険事業計画を次の５
つの目標に基づいて策定し、高齢者を支
えていきます。

計画の概要

　高齢者が住み慣れた地域で生活するため
に、在宅医療と介護の連携、地域ケア会議
の推進、生活支援サービスの充実や向上を
図るための施策を推進。新たな体制づくり
に努めます。また、活力ある地域を目指し、
元気な高齢者が増えるように介護予防に取
り組みます。

①地域包括ケアシステムの構築

　認知症ケアパスや医療、介護の専門職に
よる認知症初期集中支援チームなど、認知
症の人や家族が早期から適切な支援が受け
られる体制を構築。認知症サポーター養成
講座などを通して、認知症に対する知識の
普及を行います。

②認知症施策の推進

　人材の育成や資質の向上を図る取り組み
を推進。また、関連する事業者や関係機関
との連携を図ることで、世代を超えて支え
合う地域づくりに努めます。

③人・地域づくり

　介護サービスや人口推計などから適正な
介護保険料を設定。また現状を把握し、自
治体の課題や改善方法などをモニタリング
し、その効果を検証して改善する「見える
化」システムの活用や、事業者への指導を
通じて介護保険の安定運営に努めます。

④介護保険の安定運営

　高齢者の人格を尊重し、自らの意思で自
分らしい生活を営むため、サービス利用者
の自己選択や自己決定権を尊重する支援や
人権を守る体制づくりに努めます。

⑤個人の尊厳の保持

◎問い合わせ
　介護保険課　☎23‒2114

0
50

第１期

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

100
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600

11,500
（人）

11,000

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

（億円）

約232億円

9,187

9,708
9,880

10,362
10,626

10,918

10,146
10,376

10,618

自然体推計

約305億円
約330億円

約390億円

約456億円

約502億円

（参考）都城市で必要な介護サービス提供等の総費用の推移

◎介護保険給付費の推移と財源内訳

◎要支援・要介護認定者の自然体推計と施策反映後推計の比較

65歳以上の負担 40～64歳の負担 公費負担

施策反映後推計
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65歳以上の介護保険料は、３年ごとに見直します。介護保険料は、今後３年間に本市で必要な介護保険サービスの総費用
から算出された「基準額」をもとに、その世帯の収入や所得に応じて決められます。

民生委員・児童委員は、困ったときの身
近な相談役です。日々の生活の中で、心
配事や悩み事があるときは、各地区の民
生委員・児童委員へ気軽に相談ください。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

早分かり、あなたの介護保険料

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

案
内
す
る
地
域
の
「
つ
な
ぎ
役
」で
す
。

社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
る
な
ど
必
要

な
手
助
け
を
行
い
な
が
ら
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
児
童

委
員
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
呼
ば
れ
幅
広
い
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
児
童
福
祉
の
関
係
機
関
と
児

童
委
員
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
委
員
の
活
動
に
対
し
て
援
助

や
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
改
選
以
降
、
候
補
者
が

不
在
で
、現
在
11
人
欠
員
し
て
い
ま
す
。

欠
員
が
生
じ
て
い
る
地
域
で
は
、
各
種

の
福
祉
活
動
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
欠
員
と
な
っ
て
い
る
地
域
の

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎問い合わせ
　福祉課　☎23‒2980

所得段階 第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 第6段階 第7段階 第8段階 第9段階 第10段階
賦課割合 0.5 0.75 0.75 0.9 1.0 1.2 1.3 1.5 1.7 1.8
保 険 料 35,940円 53,910円 53,910円 64,690円 71,880円 86,250円 93,440円 107,820円 122,190円 129,380円

○平成27年度

× ÷ ＝都城市で必要な
介護保険サービスの総費用

65歳以上の人の
負担分22％

都城市に住む
65歳以上の人数

本市の基準額
71，880円（年額）

前年の合計所得金額が
どこに該当しますか？

前年の年金収入額と
合計所得金額の合計が
どこに該当しますか？

本人の前年の
年金収入額と
合計所得金額の
合計がどこに
該当しますか？

290万円
以上
400万円
未満

400万円
以上

120万円
未満

120万円
以上
190万円
未満

190万円
以上
290万円
未満

80万円を
超え
120万円
以下

80万円
以下

80万円を
超え
120万円
以下

120万円
を超える

80万円
以下

本人が住民税を納めていますか？

老齢福祉年金を
受給していますか？

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ いいえ

生活保護を受けていますか？スタート

世帯内に住民税を
納めている人がいますか？

庄内地区
民生委員児童委員協議会

会長 大河原 弘子さん

　民生委員・児童委員の活動を始めて、
11年目を迎えます。私たちは、地域
の高齢者宅の訪問や子どもたちの見
守り、地域の皆さんの声を行政など
につなぐ「つなぎ役」としての活動
をしています。一人暮らしの高齢者
が増え、相談内容も多様化し訪問す
る機会も増えています。地域の皆さ
んの不安を取り除いて、住みよい環
境づくりをしていくことの必要性を
痛感し、福祉向上のために日々の活
動をしています。

「安心して住める環境づくり」

民生委員・
児童委員に
相談ください

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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歌
詞
は
、
公
募
に
よ
り
全
国
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
80
作
品
の
中
か
ら
、
石
原

一か
ず

輝て
る

さ
ん
（
東
京
都
）の
作
品
を
選
定
。

市
歌
作
曲
家
選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ

た
作
曲
家
の
新に

い

実み

徳と
く

英ひ
で

さ
ん
が
作
曲
し
、

都
城
市
歌
「
希
望
に
み
ち
て
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
誰
も
が
口
ず
さ
み
た
く
な

る
よ
う
な
、歌
い
や
す
い
曲
で
す
の
で
、

末
永
く
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
学
校

や
地
区
公
民
館
、
自
治

公
民
館
な
ど
に
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
行
事

な
ど
で
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
役
所
４

階
の
秘
書
広
報
課
で
も

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
歌
の
完
成
と
新
都
城
市
合
併
10
周

年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

６
月
28
日
㈰

　

13
時
30
分
開
場
〈
予
定
〉

　

14
時
開
演
〈
予
定
〉

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料  

※
整
理
券
が
必
要

●
整
理
券
の
配
布
場
所

　

総
合
政
策
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

　

入
場
者
に
は
、
市
歌
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｃ
Ｄ
や
楽
譜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
先
着
順

希
望
に
満
ち
た
都
城
を
イ
メ
ー
ジ

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

市
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
活
用
く
だ
さ
い

◎問い合わせ
　総合政策課　☎23ｰ2115

平成28年１月１日に合併10周年を迎えるに当たり、郷土愛の高揚や、市民の一体感の醸成、市のPRなど
を図るため、都城市歌を制定しました。

一
、 

高た
か

千ち

穂ほ

の
峰み

ね　

輝か
が
や

い
て 

希き

望ぼ
う

に
満み

ち
た　

朝あ
さ

が
来く

る 
若わ

こ

人う
ど

の
力ち

か
ら　

結む
す

び
合あ

い 
築き

ず

く
よ　

明あ

日す

の　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

明あ
か

る
い
笑え

顔が
お　

あ
ふ
れ
て
る

二
、 

大お
お

淀よ
ど

川が
わ

の　

水み
ず

清き
よ

く 

人ひ
と

々び
と

集つ
ど

い　

語か
た

り
合あ

う 

や
さ
し
い
心こ

こ
ろ　

育は
ぐ
く

ん
で 

夢ゆ
め

を
ひ
ろ
げ
る　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

幸し
あ
わ

せ
ま
ち
に　

あ
ふ
れ
て
る

三
、 

あ
や
め
の
花は

な

も　

桜さ
く
ら

木ぎ

も 

時と
き

を
忘わ

す

れ
ず　

野の

を
染そ

め
る 

豊ゆ
た

か
な
自し

然ぜ
ん　

ほ
こ
ら
か
に 

歴れ
き

史し

重か
さ

ね
る　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

文ぶ
ん

化か

の
香か

お

り　

あ
ふ
れ
て
る

作
詞　

石
原
一
輝

補
作　

都
城
市
市
歌
選
定
委
員
会

作
曲　

新
実
徳
英

希き

望ぼ
う

に
み
ち
て 

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城
市し

歌か

事

先
着
順

東
京
音
楽
大
学
客
員
教
授

新
実 

徳
英
さ
ん

　歴史ある都城市の市歌を作
曲させていただいたことは、
私にとって大きな喜びでした。
明るく、親しみやすい曲がで
きたと自負しています。
　機会あるごとに、学校や各
種行事などで歌い継いでいた
だければ、作曲者としてこれ
ほど嬉しいことはありません。
　斉唱、二部合唱、四部合唱、
吹奏楽、合唱と吹奏楽の合同と、
いろいろな形で楽しんでいた
だけるよう願っています。

都城市歌が完成しました♪

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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本
年
度
市
役
所
で
は
、
来
庁
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
良
く
手
続
き
や
相
談
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、
あ
い

さ
つ
や
接
客
姿
勢
な
ど
の
接
遇
向
上
の
ほ
か
、
待
ち
時
間
の
短
縮
や
迅
速
な
対
応
が

と
れ
る
よ
う
、
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
と
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
運

用
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に
策
定
し

た
接
客
理
念「
私
た
ち
都
城
市
職
員
は
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
思
い

や
り
と
気
配
り
の
心
で
応
対
し
ま
す
」

に
基
づ
い
て
、
職
員
が
講
師
を
務
め
る

研
修
を
行
う
な
ど
、
接
遇
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

本
年
度
、
民
間
の
講
師
に
よ
る
研
修
の

ほ
か
、
消
防
学
校
や
自
衛
隊
へ
の
派
遣

研
修
な
ど
を
行
い
、
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
た
気
持
ち
の
良
い
接
遇
能
力
を

身
に
付
け
た
り
、
非
常
時
や
緊
急
時
に

的
確
な
対
応
が
と
れ
る
能
力
を
高
め
た

り
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
有
財
産

で
あ
る
保
有
す
る
全
て
の
書
類
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
平
成
23
年
度
か
ら
開

始
。
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
全
て
の
部

局
で
導
入
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
既
に
導
入
済
み
の
公
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
、
適
正
に
維
持

管
理
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

① 

書
類
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
職
員
の

意
識
が
向
上
し
、
情
報
公
開
や
個
人

情
報
保
護
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
切
な
申
請
書
類
な

ど
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

② 

市
が
保
有
す
る
全
て
の
書
類
に
つ
い

て
、
分
類
し
て
見
出
し
を
作
っ
た
こ

と
で
、
書
類
を
探
す
時
間
が
大
幅
に

短
縮
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
窓
口
で

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
す
る
際
の
待

ち
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

③ 

書
類
に
加
え
て
、
備
品
な
ど
を
置
い

た
り
収
納
し
た
り
す
る
場
所
も
細
か

く
指
定
。
事
務
室
が
整
理
さ
れ
雰
囲

気
が
明
る
く
な
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
を
効
率
的
、
か
つ
、
機
能
的
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
書
類

を
年
度
ご
と
に
、
目
的
に
応
じ
た
フ
ァ

イ
ル
に
分
け
て
管
理
し
ま
す
。そ
し
て
、

当
該
年
度
と
前
年
度
の
書
類
を
事
務
所

に
、
前
々
年
度
以
前
の
書
類
を
書
庫
に

置
く
こ
と
で
、
効

率
的
な
管
理
が
で

き
ま
す
。
必
要
な

書
類
や
様
式
を
必

要
な
と
き
に
素
早

く
取
り
出
せ
る
の

で
、
手
続
き
の
時

な
ど
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
待
ち
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

民
間
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
接
遇
を
目
指

し
、
外
部
の
専
門
講
師
に
よ
る
窓
口
業

務
を
行
う
職
員
を
対
象
に
し
た
接
遇
集

中
研
修
の
ほ
か
、
全
て
の
職
員
を
対
象

に
し
た
講
演
会
や
、
管
理
職
を
対
象
に

し
た
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
行
動
を
見
つ

め
直
す
と
と
も
に
、
職
員
の
連
帯
感
や

協
調
性
、
緊
急
時
の
対
応
力
を
高
め
る

た
め
、
新
規
採
用
職
員
を
県
消
防
学
校

に
、
採
用
後
10
年
が
経
過
し
た
職
員
を

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
に
派
遣
。
生

活
体
験
や
動
作
訓
練
、
普
通
救
急
救
命

訓
練
、
そ
の
他
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

接
遇
向
上
の
取
り
組
み
を
強
化
。

気
持
ち
の
良
い
接
客
に
努
め
ま
す
。

公
文
書
を
適
切
に
管
理
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る

先
進
の
手
法

お
も
て
な
し
力
の
向
上

派
遣
研
修

◎
問
い
合
わ
せ 
接
遇
向
上 

職
員
課 

☎
23
ー
２
１
１
９

 

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム　

 

総
務
課 

☎
23
ー
２
１
１
７

ス
テ
ッ
プ
①

ス
テ
ッ
プ
②
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市
の
条
例
で
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

は
指
定
袋
を
使
っ
て
指
定
さ
れ
た
日
時

に
出
す
こ
と
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
清
潔
に
管
理
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
伴
い

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が
多
く

な
る
と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増
設
や

移
動
が
必
要
な
箇
所
も
出
て
き
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
は
、
設

置
場
所
周
辺
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
調
整
役
を
担
っ

て
い
る
の
が
自
治
公
民
館
で
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
、
地

域
の
自
治
公
民
館
で
維
持
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
を
交
代
制
で
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
は
、
ご
み
を
出
す
と
い

う
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
問
題
に
、

市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
７
月
の
第
４
日
曜
日

を
「
環
境
美
化
の
日
」
と
定
め
、
市
内

全
域
で
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
作
業
を

自
治
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
伴
い
、

地
区
に
よ
っ
て
は
収
集
曜
日
の
変
更
や
、

収
集
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
よ
り
収
集
時

間
帯
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
収
集
時

間
帯
が
午
後
か
ら
午
前
に
な
っ
た
地
域

で
は
、収
集
後
に
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
が
残
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
出
し
は
、
必
ず
収
集
日
の
朝
８

時
30
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」の
分
別
方
法
が
変
わ
っ
て
も
、

「
資
源
ご
み
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
紙
類
、
空
き
缶
、
び
ん
類
、

白
色
ト
レ
イ
は
、
大
切
な
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。

　

各
自
治
公
民
館
で
は
、
資
源
ご
み
置

き
場
を
設
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
行

い
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、

ご
み
が
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
治
公
民
館
は
、
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
と
維
持
管
理

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

取
り
組
み

環
境
美
化
の
取
り
組
み

ご
み
出
し
は
、
収
集
日
の
朝 

８
時
30
分
ま
で
に

自治公民館は、地域
住民の暮らしを快適

で安心・安全なもの
にす

るため、個人ではで
きないことを共助の

精神で取り組んでい
ます。

今回は、自治公民館
の環境に対する取り

組みを紹介します。

この機会に地域で協
力することの大切さ

を考えてみましょう
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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地域で取り組む
環境づくり

◎問い合わせ　環境
業務課　☎24‒5560

西町自治公民館

館長田村 治義さん

　

西
町
自
治
公
民
館
の
館
長
を
引

き
受
け
て
13
年
目
に
な
り
ま
す
。

３
月
か
ら
ご
み
の
収
集
曜
日
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
私
の
住
む
地
域

で
は
、
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に

維
持
管
理
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
種
類

が
増
え
ま
し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色

ト
レ
イ
が
、
誤
っ
て
燃
え
る
ご
み

の
袋
に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

を
呼
び
か
け
、
こ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
皆
さ
ん
と
共
に
、
元
気
で

住
み
良
い
ま
ち
を
維
持
し
て
い
き

た
い
で
す
。



✂

キ
リ
ト
リ

農業用廃プラスチックは
「焼かない  捨てない  リサイクル」

保存版
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◎問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課）　☎23-2425

廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営者が自己
責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、5年以下の懲
役または1,000万円以下の罰金が科せられます。また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックな
どは、強風時に飛散させないように注意しましょう。

肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、PO系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、
かん水チューブ、不織布など

「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

費用：１kgあたり22円68銭（デポジット券または現金にて徴収）

費用：１kgあたり６円48銭（デポジット券または現金にて徴収）

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程

塩化ビニールのリサイクル収集日程

収集日程 収集場所 収集時間
５月 21日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00～16：00６月 11日（木）・25日（木）

７月

９日（木）

28日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
（上長飯町883）

９：00～16：0029日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918－2）

30日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481）

８月 ６日（木）・20日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00９月 10日（木）・24日（木）
10月 ８日（木）・22日（木）
11月 12日（木）・26日（木）

12月

１日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
９：00～16：00２日（水） アグリセンター都城　高城農産センター

３日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
10日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00１月 ７日（木）・21日（木）
２月 ４日（木）・18日（木）
３月 10日（木）

8月
25日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13：30～16：00

26日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
27日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

1月
26日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
27日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
28日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

●黒いサイロ用ビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬びん、ハウスバンドなどは収集しません。
　産業廃棄物処理業者で適正に処分してください。
●初めての人は、委任状作成のため印鑑を持参してください。
●よく乾燥させ、同種の資材で縛って搬出してください。
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Miyakonojo city topics

　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
を
学
ぶ

麓
小
学
校
５
、６
年
生
の
人
形
サ
ー
ク
ル

の
最
後
の
練
習
が
３
月
７
日
、
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
や
人

形
浄
瑠
璃
保
存
会
会
員
ら
23
人
が
参
加
。

児
童
ら
は
、
３
月
15
日
の
本
番
で
演
じ
る

「
出
世
景
清
〜
大
仏
普
請
の
段
」に
つ
い
て
、

会
員
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
人
形
操

り
や
語
り
太
夫
な
ど
、
演
技
の
最
終
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
主
人
公
の
景
清
を
演
じ

た
西
村
優ゆ

う
す
け佑

く
ん
（
６
年
）
は
「
人
形
は

重
く
て
操
る
の
が
難
し
い
の
で
、
家
で
も

た
く
さ
ん
練
習
し
た
。失
敗
の
な
い
よ
う
、

本
番
で
は
集
中
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

を
祈
願
す
る
東つ

ま

霧
島
例
大
祭
が

３
月
21
日
、東
霧
島
神
社
（
高
崎
町
東
霧
島
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
０
０
年
以
上
続
く

東
霧
島
例
大
祭
の
浜
下
り
。
鬼
が
一
夜
に
し

て
積
み
上
げ
た
と
言
わ
れ
る
荒
く
急
な
石
階

段
を
、
島
津
家い

え
ひ
さ久

公
か
ら
寄
進
さ
れ
た
み
こ

し
を
担
い
だ
同
神
社
の
氏
子
た
ち
が
、
勇
壮

に
下
り
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
て
気
合
十
分

氏
子
ら
の
勇
壮
な
浜
下
り

　

地
域
経
済
の
一
層
の
活
性
化
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
の
包
括
連
携
協
定
を

３
月
20
日
、
株
式
会
社
宮
崎
銀
行
と
市
が
締

結
し
ま
し
た
。
小
池
光
一
取
締
役
頭
取
と
池

田
市
長
が
協
定
書
に
調
印
。同
行
と
本
市
は
、

農
業
の
６
次
産
業
化
や
海
外
の
市
場
開
拓
、

災
害
時
の
支
援
な
ど
幅
広
い
分
野
で
協
働
し

て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化

　

一
年
の
運
気
を
占
う
さ
く
ら
福
男
・
福
女

が
３
月
28
日
、
も
ち
お
桜
ま
つ
り
会
場
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
男
性
13
人
、

女
性
17
人
が
参
加
。
桜
並
木
入
口
か
ら
母
智

丘
神
社
ま
で
約
２
㌔
の
コ
ー
ス
を
一
気
に
駆

け
上
が
り
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
今

年
の
福
男
に
は
的
場
一
樹
さ
ん
、
福
女
に
は

大
迫
若
菜
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。 

一
番
福
は
誰
の
手
に
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の

森
を
つ
く
る
会
主
催
の
植
樹
会
が
３
月
15

日
、
高
城
町
有
水
田た

邊な
べ

国
有
林
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
19
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
植

樹
会
に
は
、
同
会
会
員
や
趣
旨
に
賛
同
し

た
親
子
連
れ
な
ど
約
４
１
０
人
が
参
加
。

参
加
者
ら
は
森
林
管
理
署
に
よ
る
苗
木
の

植
栽
方
法
の
説
明
を
受
け
た
後
、
ア
ラ
カ

シ
や
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
苗
木
２
、

９
０
０
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
都
城
第
１
団
の
松
山
心し

お

ん音
く
ん

（
上
長
飯
小
６
年
）
は
「
急
斜
面
で
植
え

る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
植
え
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
環
境
を
後
世
に

麓小学校文弥節人形
サークル公演前練習

どんぐり1000年の森
植樹会

さくら福男・福女 宮崎銀行と包括連携
協定締結式

東霧島神社春季例大
祭
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チ
ャ
イ
ム
が
普
及
す
る
よ
り
前
、
児
童

ら
に
始
業
や
終
業
時
間
を
告
げ
る
の
に
使

わ
れ
て
い
た
鐘
の
復
活
式
が
３
月
20
日
、

麓
小
学
校
（
山
之
口
町
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
昭
和
30
年
代
初
め
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
鐘
を
昨
年
８
月
に
校
内
の
倉
庫
で

発
見
し
、
職
員
が
釣
鐘
台
を
製
作
。
同
時

期
に
用
務
員
と
し
て
勤
務
し
、
鐘
を
叩
い

て
い
た
多
田
キ
ク
さ
ん
（
山
之
口
町
山
之

口
・
92
歳
）
が
、
始
業
に
合
わ
せ
て
鐘
を

叩
く
と
、
校
内
中
に
高
ら
か
な
鐘
の
音
が

鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
長
野
春し

ゅ
ん
ろ
う郎

教
頭

は
「
参
観
日
や
特
別
な
日
に
、
こ
の
鐘
の

音
で
始
業
や
終
業
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
」

と
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
竹
弓
生
産
地
で
あ
る
弓
の
ま
ち

都
城
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
都
城
弓
ま
つ
り
全

国
弓
道
大
会
が
３
月
28
日
・
29
日
、
早
水
公

園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

28
回
目
と
な
る
今
回
は
、
全
国
か
ら
過
去
最

多
と
な
る
約
２
、８
０
０
人
が
参
加
。
中
学

生
か
ら
一
般
の
部
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
鐘
の
音
、
学
び
舎
に
鳴
り
響
く

集
中
し
て
一
矢
を
放
つ

　

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
が
３
月
29
日
、
高

城
運
動
公
園
や
観
音
池
公
園
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
性
別
ご
と
年
代
別
に
設
定
さ
れ

た
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
10
㌔
、
５
㌔
、
３

㌔
の
部
に
２
、１
７
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

選
手
ら
は
、雨
混
じ
り
の
桜
吹
雪
が
舞
う
中
、

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
沿
道
か
ら

は
温
か
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

春
ら
ん
ま
ん
。
桜
の
名
所
で
健
脚
競
う

　

太
平
洋
戦
争
で
、
旧
都
城
西
・
東
飛
行
場

か
ら
出
撃
し
た
特
攻
隊
員
と
援
護
隊
員
ら
を

追
悼
す
る
都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊

祭
が
４
月
６
日
、
都
島
公
園
内
の
慰
霊
碑
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列
し
た
遺
族
な
ど
約

１
２
０
人
は
、
黙
と
う
や
献
花
で
戦
没
者
を

追
悼
。
陸
軍
士
官
学
校
の
同
期
生
ら
が
献
歌

を
行
い
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

永
遠
に
続
く
平
和
を
願
う

　

郷
土
料
理
の
「
が
ね
」
が
学
校
給
食
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
３
月
23
日
、
高
城
町
と

志
和
池
地
区
の
小
・
中
学
校
な
ど
で
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
農
業
賞
の
大
賞
を
受

賞
し
た
農
事
組
合
法
人
き
ら
り
農
場
高
木

が
、
加
工
施
設
「
き
ら
り
夢
工
房
」
で
が

ね
を
生
産
加
工
。
高
城
小
学
校
で
は
、
同

法
人
の
山
中
美
代
子
さ
ん
（
高
木
町
）が
、

が
ね
の
名
前
の
由
来
や
、生
産
か
ら
加
工
・

販
売
ま
で
を
行
う
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、児
童
ら
に
説
明
し
ま
し
た
。

東
彩い

ろ

は羽
さ
ん
（
２
年
生
）
は
「
軟
ら
か
く

も
ち
も
ち
し
て
い
て
、
お
い
し
か
っ
た
。

家
で
も
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
す
」

と
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
仲
間
入
り

麓小学校始業の鐘復
活式

6次産業化商品を学校
給食メニューに提供

都城弓まつり全国弓
道大会

都城市特別攻撃隊戦
没者慰霊祭

都城さくらマラソン
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地
場
産
品
の
販
路
拡
大
や
観
光
客
誘
致

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
取
り
組

む
、
本
市
と
縁
の
あ
る
首
都
圏
の
店
舗

な
ど
と
連
携
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
連
携
店

事
業
」
に
も
携
わ
る
こ
と
か
ら
、
柴
田

さ
ん
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
都
城
市
に
は
魅
力
的
な
観
光
地
や

お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

営
業
の
現
場
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し

て
、
都
城
の
魅
力
を
全
国
に
ど
ん
ど
ん

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
決
意

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
な
ど
三
大
都
市
圏
の
大
手
企

業
か
ら
地
方
自
治
体
に
職
員
を

派
遣
し
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
を
生
か
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
、
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
、
今
年
度
か
ら
二
年
間
、
都
城
市
役

所
に
勤
務
す
る
の
が
柴
田
雄
介
さ
ん

（
東
京
都
出
身
）
で
す
。

　

柴
田
さ
ん
の
派
遣
元
、
あ
い
お
い
ニ

ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
（
本

社
東
京
都
）
で
は
、
人
材
育
成
な
ど
を

目
的
に
自
治
体
へ
の
社
員
派
遣
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
鹿

屋
市
や
旭
川
市
に
職
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。

　

東
京
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
柴
田
さ

ん
は
、
派
遣
の
話
を
聞
い
た
時
、
初
め

て
九
州
地
方
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と

も
あ
り
少
し
不
安
に
思
い
ま
し
た
が
、

「
今
ま
で
仕
事
で
経
験
し
て
き
た
こ
と

を
生
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
」

と
の
思
い
で
出
向
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
、
主
に
販
売
代
理
店
を
対
象

に
営
業
を
担
当
し
て
い
た
柴
田
さ
ん
。

保
険
販
売
の
研
修
な
ど
を
行
う
傍
ら
、

新
規
代
理
店
の
開
拓
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
飛
び
込
み
で
営
業
を
行
い
、

怒
鳴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

親
し
ま
れ
や
す
い
人
柄
と
学
生
時
代
に

テ
ニ
ス
で
培
っ
た
粘
り
強
さ
で
業
務
を

こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

に
配
属
。
営
業
職
の
経
験
を
生
か
し
て

風景の

smiling faces of miyakonojo

笑
顔
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

み
や
こ
ん
じ
ょ
の
魅
力
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
！

柴田 雄介さん
みやこんじょPR課
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「
ハ
ガ
キ
で
送
る
っ
茶ち

ゃ  

湧
水
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

（
山
下
製
茶
）

　

湧
水
町
の
美
し
い
景
色
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
た
は
が
き
で
、
緑
茶
20
㌘
を
手
軽

に
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
は
が
き
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
投
函
（
92
円
切

手
を
貼
付
）
す

る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
の
思
い

出
を
、
見
る
だ

け
で
は
な
く
、

味
わ
っ
た
り
、

香
り
を
楽
し
ん

だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
湧
水
プ
リ
ン
」（
野
い
ち
ご
）

　

メ
デ
ィ
ア
で
も
大
人
気
の
「
と
ろ
け

る
湧
水
プ
リ
ン
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
一
新
。

プ
レ
ー
ン
・
甘
さ
控
え
め
・
コ
ー
ヒ
ー
・

黒
ゴ
マ
・
湧
水
茶
・
リ
ッ
チ
の
６
種
類

に
加
え
、
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
誕

生
し
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
花
を
添

え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
代
の

人
た
ち
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
お
土
産
に

も
お
薦
め
で
す
。

◎問い合わせ　霧島山麓湧水町観光協会　☎0995－74－5690

旬の食材タケノコは、食物繊維が豊富。また、カリウムを
多く含んでいるので高血圧の人にお薦めです。あくが強い
食材なので、しっかりとあく抜きをして調理しましょう。

季節の野菜を入れることで、1年中楽しめる
料理です。また、春巻きの皮で包み、油で揚
げると手軽にオリジナルの春巻きが作れます。

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－2765

材料（4人分）

ちょっと
ひと工夫

「
ち
ゃ
ぱ
き
ゃ
り
ー
」（
お
茶
の
野
本
園
）

　

旅
先
に
お
茶
を
持
っ
て
行
き
た
い
人

や
、
職
場
で
手
軽
に
お
茶
を
飲
み
た
い

人
に
お
勧
め
の
商
品
。
直
径
10
㌢
ほ
ど

の
か
わ
い
ら
し
い
化
粧
箱
に
、
上
級
煎

茶
や
、
霧
島
山
麓
紅
茶
、
黒
豆
玄
米
緑

茶
、
茎
茶
が
15
㌘
ず
つ
入
っ
て
い
て
、

専
用
の
テ
ィ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
、
簡

単
に
美
味
し
い
お

茶
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ

の
日
の
気
分
に
合

わ
せ
た
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

環
霧
島
探
訪
で
は
、
霧
島
山
の
麓
に
位

置
す
る
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
の
５
市
２

町
の
情
報
を
紹
介
。
今
回
は
、
霧
島
山

麓
湧
水
町
観
光
協
会
会
員
が
開
発
し
た
、

新
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

魅力いっぱい！

鶏もも肉…150g　タケノコ…150g　ニンジン…50g
キクラゲ…2.5g　玉ネギ…150g　さやいんげん…50g
Ａ【スープの素…小２　水…１カップ】
Ｂ【塩…小 1/4　こしょう…少々　薄口しょうゆ…大１】
Ｃ【片栗粉…大１　水…大２】

●下準備
　鶏もも肉…薄く切る　タケノコ…薄く切る
　ニンジン…短冊に切る　キクラゲ…よく洗い細長く切る
　玉ネギ…くし形に切る　
　さやいんげん…スジを取り、ゆでて斜めに切る
　片栗粉と水を混ぜておく
●作り方
　①鍋にＡを入れ、鶏もも肉、玉ネギ、ニンジン、タケノコ、
　　キクラゲ、インゲンの順に入れＢで味を付ける
　②①の煮汁が少量になったらＣでとろみを付け、皿に盛る
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

募 

集

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、
合
同
金
婚
式
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

◉
対
象

① 

昭
和
39
年
４
月
１
日
〜
41
年
３
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

※
結
婚
50
年
目
お
よ
び
51
年
目
が
対
象

② 

結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

申
問 

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
各
地
区
の

民
生
委
員
ま
た
は
福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

地
区
ご
と
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画

運
営
を
行
う
、
新
成
人
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

今
年
度
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
手
作
り
の
成
人
式
を
、

一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
区
割　

本
庁
管
内
は
中
学
校
区
（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管

内
は
、
総
合
支
所
ご
と
に
開
催

◉
対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住
ま
た

は
出
身
者
）

◉
活
動
内
容　

各
地
区
で
行
う
成
人
式
の

企
画
（
会
議
な
ど
）
お
よ
び
運
営

◉
そ
の
他　

興
味
が
あ
る
人
、
参
加
し
た

い
人
、
実
行
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い
人

が
い
る
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い

申
問 

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　

各
総
合
支
所
の
地
域
振
興
課

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
お
よ
び
子
育
て
施
策
検
討
の

た
め
に
、
子
育
て
に
熱
意
と
見
識
を
持
つ

人
を
募
集
し
ま
す
。

◉
対
象　

市
内
在
住
で
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
い
る
保
護
者

◉
定
員　

２
人

申
問 

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
子
育
て
に
対
す
る
意
見
や
提
案

（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
、
郵
送
で
保
育
課
（
〒

885
－

８
５
５
５　

姫
城
町
６

－

21
）

☎
23

－

4
8
9
4　

FAX 
23

－

2
7
8
8

ho
iku@

city.m
iyako

no
jo.m
iyazaki.jp

講
座
・
教
室

季
節
陶
芸
「
あ
じ
さ
い
の
置
物
作
り
」

◉
日
時　

５
月
21
日
㈭
〜
26
日
㈫　

　
　
　
　

①
10
時
〜
11
時　

　
　
　
　

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◉
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き
の
と
う

ノ
陶
」

◉
費
用　

１
、０
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

申
問 

陶
芸
工
房
「
幸
ノ
陶
」

　
　

☎
58

－

６
１
５
０

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

◉
日
時　

６
月
24
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分　

◉
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

◉
定
員　

30
人　

◉
準
備
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
飲
み
物

申
問 

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

親
子
パ
ン
作
り
教
室

◉
日
時　

５
月
16
日
㈯　

11
時
〜
13
時

◉
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS

A
K
U
R
A

」

◉
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

◉
費
用　

２
、０
０
０
円
（
１
組
）

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

申
問 

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS

A
K
U
R
A

」　

☎
58

－

２
０
８
８

き
ら
り
楽
習
教
室

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
＆
タ
イ
ピ
ン
グ（
全
14
回
）

毎
週
金
曜
日
（
６
／
５
㈮
〜
９
／
18 

㈮
）

13
時
10
分
〜
14
時
10
分　

沖
水
地
区
公
民

館　

８
、６
０
０
円　

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

申
問 

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
き
ら
り
ネ

ッ
ト　

☎
23

－

４
０
８
０
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

広報都城5月号

ひ
と
り
親
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

◉
日
時　

６
月
27
日
㈯
、
７
月
４
日
㈯　

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

◉
場
所　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
宮

崎
市
原
町
２

－

22
）

◉
定
員　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
あ
り

◉
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
自
己
負
担

◉
対
象　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お

よ
び
寡
婦
の
人
で
、
調
理
実
務
経
験
が
２

年
以
上
あ
り
、
調
理
師
試
験
の
受
験
を
希

望
す
る
人
。
た
だ
し
、
全
日
程
の
受
講
が

で
き
る
人

※ 

詳
し
く
は
、
宮
崎
県
母
子
福
祉
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

申
問 

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　

 

☎
０
９
８
５

－

22

－

４
６
９
６

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター　　　　☎22-1659

５/20 ㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

５/25 ㈪
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作り」
対象：2歳以上の親子　※要申し込み

５/27 ㈬
10時～

子育て講座「絵本を使って子どもの
心を豊かに育てるには」
※要申し込み

６/8 ㈪
10時～

いちごクラブ「野菜スタンプ遊び」
対象：2歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター　　　　☎57-3298

５/22 ㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「花てまり」
「おじいちゃん・おばあちゃんと遊ぼう」

５/26 ㈫
10時30分～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり遊ぼう」
場所：下富吉地区体育館

５/29 ㈮
10時30分～

歯の教室「歯科衛生士の話」

６/12 ㈮
10時30分～

病弱児room「すまいる」
対象：感染症に弱く、抵抗力のない子
ども

◆山田子育て支援センター　　　　　☎64-3171

５/21 ㈭
10時～

赤ちゃんもリラックス「ベビーマッ
サージ」※オイル代別、要申し込み
締め切り：５/15㈮　定員：15組

５/27 ㈬
10時～

誕生会（4・5月生まれ）
「みんなで誕生日のお祝いをしまし
ょう」

６/４ ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

６/10 ㈬
10時～

ソフトヨガ「体幹を整えよう」
※要申し込み、託児あり
締め切り：6/8㈪　定員：20組

６/11 ㈭
10時～

にこにこ教室「七夕かざり」

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
集
ま
れ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室
（
前
期
）

　

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

運
動
教
室
（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。
必

ず
、
保
護
者
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　

５
月
30
日
㈯
〜
７
月
25
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日
（
８
回
程
度
）

幼
児
の
部　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

小
学
生
の
部　

10
時
45
分
〜 
12
時

◉
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
対
象　

幼
児
の
部
（
５
歳
・
６
歳
）

　
　
　
　

小
学
生
の
部
（
１
・
２
年
生
）

◉
定
員　

幼
児
の
部
、
小
学
生
の
部

　
　
　
　

各
20
組　

※
申
し
込
み
順

◉
費
用　

８
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

申
問 

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、

通
っ
て
い
る
小
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
・ 

保
育
園
名
、
参
加
す
る
保
護
者
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
常
に
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
し
、
南
九
州
大
学
人
間
発

達
学
部
「
子
ど
も
教
育
学
科
」（
〒
885

－

０
０
３
５　

立
野
町
３
７
６
４

－

１
）

☎
21

－

２
１
１
１

※ 

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
枚
の
は
が
き

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

http://w
w
w.nankyudai.ac.jp/index.htm

l

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　

５
月
28
日
㈭　

14
時
〜
15
時

◉
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー

◉
内
容　

梅
雨
時
期
の
食
中
毒
と
健
康
管

理
に
つ
い
て

◉
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
は
不
要

問 

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
23

－

４
１
１
１
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講
座
・
教
室

弓
道
教
室

◉
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分　

　
　
　
　

※
10
回
程
度

◉
開
講
日　

６
月
２
日
㈫

◉
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

弓
道
場

◉
対
象　

中
学
生
以
上
の
人

※
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴

◉
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

◉
受
講
料　

５
、０
０
０
円　

◉
そ
の
他　

道
場
で
は
、
足
袋
ま
た
は
靴

下
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

申
問 

宮
崎
県
弓
道
連
盟
都
城
支
部

　
　

☎
24

－

４
３
３
４
（
上
野
）

都
城
高
専
前
期
教
養
講
座

ま
な
び
長
屋「
情
報
デ
ザ
イ
ン
入
門
」

　

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　

６
月
20
日
㈯
、
７
月
11
日
㈯
、

８
月
１
日
㈯　

19
時
〜
21
時

◉
場
所　

都
城
高
専
電
子
計
算
機
セ
ン
タ
ー

◉
参
加
料　

５
０
０
円

◉
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

申
問 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
５

日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
都
城

高
専

☎
47

－

１
３
０
６　

FAX 

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyako

no
jo
-nct.ac.jp

都
城
市
市
民
大
学
講
座

◉
日
程
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
７
㈫
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
都
城
」

を
目
指
し
て

都
城
市
長　

池
田
宜た

か
ひ
さ永

７
／
14
㈫
運
動
を
通
し
て
、
心
と
か
ら
だ

の
健
康
を
育
み
ま
し
ょ
う

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

教
授　

宮
内
孝

７
／
21
㈫
他
力
の
ご
法
義

綿き
ん
し
ょ
く
じ

織
寺
別
院
住
職　

大
竹
淳
心

７
／
28
㈫
目
標
達
成
に
大
切
な
こ
と

鹿
児
島
大
学
工
学
部

講
師　

奥
健
一
郎

８
／
４
㈫

都
城
市
中
心
市
街
地
再
生
へ
の

視
点
〜
創
造
都
市
づ
く
り
へ
の

挑
戦
〜

宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部

准
教
授　

根
岸
裕
孝

８
／
11
㈫
「
高
齢
化
す
る
核
家
族
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
の
閑
話

立
野
自
治
公
民
館

館
長　

井
ノ
上
義
昭

８
／
18
㈫
精
神
科
の
病
気
は
時
代
と
共
に

代
わ
る　

都
城
新
生
病
院

院
長　

河
野
一
成

８
／
23
㈰
野
外
研
修

大
分
県
佐
伯
市

９
／
１
㈫
北
原
白
秋
ー
懐
か
し
い
日
本
語

の
風
景
ー

詩
人
富
松
良
夫
顕
彰
委
員
会

委
員　

小
西
宏
子

９
／
８
㈫
「
も
の
づ
く
り
」
の
現
状

プ
ロ
マ
精
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

齊
藤
愿す

な
お

９
／
15
㈫
糖
尿
病
と
向
き
合
う
に
は

宮
永
病
院
内
科
医
長　

西
勇
一

９
／
29
㈫
「
鬼お

に

玄げ
ん

舟た
ん

の
ひ
と
り
言
」

〜
遊
び
心
で
人
生
を
楽
し
く
生
き
る
〜

「
生
き
活
き
河
童
の
会
」

会
長　

大
西
正
國

※ 

７
月
７
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
８
月
23
日
㈰

の
野
外
研
修
は
希
望
者
の
み
参
加

◉
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分
（
講
座
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

◉
場
所　

中
央
公
民
館 

大
集
会
室

◉
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

◉
受
付
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で

※ 

事
前
に
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

◉
費
用　

２
、０
０
０
円

※ 

第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

く
だ
さ
い

申
問 

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

各
種
講
習
会

◉
場
所
【
学
科
】
都
城
地
区
建
設
業
協
会

　
　
　
　
【
実
技
】
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場

【
玉
掛
け
技
能
講
習
会
】

◉
日
時　

５
月
21
日
㈭
〜
24
日
㈰　

◉
定
員　

80
人

◉
受
講
料　

２
万
６
、７
５
５
円

※
免
除
者
は
２
万
４
、６
５
５
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
４
５
円
）

【
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育
講
習
】

◉
日
時　

６
月
５
日
㈮
・
６
日
㈯　

◉
定
員　

１
０
０
人

◉
受
講
料　

１
万
４
、３
５
５
円

※
免
除
者
は
１
万
１
、３
５
５
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
４
５
円
）

申
問 

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　

 

☎
24

－

５
６
０
３
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

広報都城5月号

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　

６
月
２
日
㈫
〜
23
日
㈫
ま
で
の

毎
週
火
曜
日
（
全
４
回
）　

13
時
30
分
〜

◉
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

申
問 

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
都
城
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26

－

３
８
１
０

各
種
検
定
試
験

◉
試
験
会
場　

都
城
商
工
会
館

【
①
販
売
士
３
級
】

◉
試
験
日　

７
月
11
日
㈯

◉
受
験
料　

４
、１
２
０
円

【
②
環
境
社
会
（
ｅ
ｃ
ｏ
）】

◉
試
験
日　

７
月
26
日
㈰

◉
受
験
料　

５
、４
０
０
円

申
問 

①
は
６
月
18
日
㈭
ま
で
に
都
城
商

工
会
議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

②
は
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
東
京
商
工
会
議

所
検
定
セ
ン
タ
ー

☎
03

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７

相 

談

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◉
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
20
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◉
法
律
相
談

５
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

◉
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◉
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談
（
無
料
）

◉
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

◉
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

◉
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
専
用
電
話　

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

　

国
内
の
自
殺
者
数
は
、
年
々
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が

心
の
病
。
中
で
も
う
つ
病
は
全
体
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
う
つ
病
に
大
切

な
の
は
、
十
分
な
休
養
と
薬
。
精
神
科
や

診
療
内
科
な
ど
の
専
門
医
に
、
早
め
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
話
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
）】　

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日　

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

◉
日
時　

月
〜
金
曜
日　

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

２
９
８
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

な
ど
、
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

◉
日
時　

５
月
21
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

◉
場
所　

都
城
保
健
所

申
問 

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

相 

談

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

◉
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

◉
弁
護
士
法
律
相
談

　

５
月
15
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

◉
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

◉
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
17
時

◉
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
〜
16
時

【
心
の
健
康
相
談
】

毎
週
水
曜
日　

13
時
〜
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

◉
相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

お
知
ら
せ

５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
８
日
㈮
の

「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
毎
年

５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
赤
十
字
の
こ
と
を
知
っ
て
、
赤
十
字
活

動
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
赤
十
字
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
や
災

害
救
護
活
動
、
救
急
法
の
普
及
活
動
、
血

液
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日

本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
都
城
市
地
区
で

は
、
福
祉
課
と
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

に
事
務
局
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
配

布
や
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心
身
の
ケ

ア
や
避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
被
災
者
に
、
毛

布
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
献
血
（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
新
鮮
で
安
全
な
血

液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地
で
献
血

車
に
よ
る
献
血
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
の
交
流
、
救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）

普
及
の
た
め
の
講
習
会
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
と
き
の
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

を
使
っ
た
被
災
状
況
確
認
や
救
援
活
動
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十
字

奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
城
市
地
区
で
は
４
つ
の
赤
十

字
奉
仕
団
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

④
募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け

　

災
害
時
、
国
内
・
外
の
被
災
者
へ
の
直

接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物
資
の
提
供

な
ど
の
資
金
と
し
て
、
募
金
や
義
援
金
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
！　

消
費
者
が
主
役
の
社
会
!!
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

悪
質
商
法
や
多
重
債
務
、
環
境
・
リ
サ
イ

ク
ル
問
題
、
食
の
安
全
、
生
活
設
計
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
や
周
り

で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

７
１
５
４
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

広報都城5月号

が
ん
検
診

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
２
月
ま
で
が
ん
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
目
立
っ
た
症
状

が
な
く
て
も
早
期
発
見
と
治
療
の
た
め
、

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

◉
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

◉
日
程
・
場
所

６
／
18
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
23
㈫

中
郷
地
区
公
民
館

６
／
24
㈬

祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
25
㈭

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
27
㈯

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　

８
時
〜
11
時

◉
検
診
料　

１
、２
０
０
円

※ 

６
月
27
日
㈯
は
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診

も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す

【
乳
が
ん
検
診
】

　

５
月
15
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◉
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
和
50
年
・
48
年
・
46
年･･･

）

◉
日
程
・
場
所

６
／
15
㈪

祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
16
㈫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
17
㈬

志
和
池
地
区
公
民
館

６
／
22
㈪

横
市
地
区
公
民
館

６
／
25
㈭

谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
26
㈮

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
受
付
時
間　

午
前
の
部
：
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
〜
15
時
30
分

◉
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

申
問　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　

５
月
14
日
㈭　

14
時
〜
15
時

◉
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
し
、

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

◉
入
居
条
件

① 

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て

い
る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
単
身

入
居
で
き
る
団
地
も
あ
り
ま
す
。
入
居

の
た
め
に
不
自
然
な
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
と
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

③ 

政
令
月
収
が
15
万
８
、０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の

年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差

し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収
）

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

問　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
政
策
の

立
案
や
条
例
制
定
の
と
き
に
原
案
を
公
表

し
、
そ
の
案
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
や

事
業
所
か
ら
の
意
見
な
ど
を
考
慮
し
、
意

思
決
定
を
行
う
制
度
で
す
。
合
併
以
降
、

68
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
役
立
て
て
い
ま
す
。

◉
参
加
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・ 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
事
案

に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
流
れ

① 

事
前
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

で
、
募
集
期
間
や
内
容
を
周
知

② 

意
見
募
集
の
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た
公

表
の
場
所
で
内
容
を
確
認
し
て
も
ら

い
、
意
見
な
ど
が
あ
る
人
は
「
意
見
・

情
報
提
出
書
」
を
提
出

③ 

提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
修
正
な

ど
の
手
続
き
を
行
い
、
結
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

問　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

こ
ど
も
基
金
活
用
補
助
事
業

　

市
内
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
、自
ら
企
画
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◉
補
助
対
象
事
業　

① 

市
の
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業
を
補

完
す
る
事
業

② 

グ
ル
ー
プ
の
育
成
お
よ
び
活
動
を
支
援

す
る
事
業
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

③ 

児
童
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
活
動
お

よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
知
識
・
技

術
向
上
の
た
め
の
事
業

④
子
ど
も
の
自
立
支
援
活
動
事
業

◉
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以

内
（
上
限
20
万
円
）

※ 

事
業
内
容
や
応
募
状
況
に
よ
っ
て
、
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◉
そ
の
他　

審
査
会
後
に
交
付
団
体
を

決
定
し
ま
す

申
問　

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
５
月
22
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課

☎
23

－

２
６
８
４

お
知
ら
せ

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
全
国
一
斉
に
特
設

人
権
相
談
所
の
開
設
や
、
街
頭
で
の
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
23
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

◉
日
時　

６
月
１
日
㈪　

10
時
〜
15
時

◉
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山

之
口
総
合
支
所
、
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）、
高
崎
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー

◉
日
時　

６
月
５
日
㈮　

10
時
〜
15
時

◉
場
所　

高
城
総
合
支
所

◉
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
区
】

今
村
功
さ
ん　
　
　

☎
37

－

０
７
６
７

竹
之
下
英ひ
で
ひ
ろ浩

さ
ん　

☎
25

－

８
４
７
５

塩
月
靖
子
さ
ん　
　

☎
24

－

１
３
４
４

福
留
浪な
み
こ子

さ
ん　
　

☎
23

－

５
０
８
３

立
野
勝か
つ
み己

さ
ん　
　

☎
46

－

９
８
７
０

永
田
光て
る

充み
つ

さ
ん　
　

☎
24

－

０
８
４
８

岩
佐
禮れ
い
こ子
さ
ん　
　

☎
25

－

９
５
８
９

上
原
え
り
子
さ
ん　

☎
39

－

３
２
３
４

江
田
茂
典
さ
ん　
　

☎
25

－

３
０
２
８

【
山
之
口
地
区
】

向
原
幸
一
さ
ん　
　

☎
57

－

３
０
８
４

中
村
義
博
さ
ん　
　

☎
57

－

３
９
４
１

垣
内
祥
子
さ
ん　
　

☎
57

－

３
４
１
８

【
高
城
地
区
】

中
山
あ
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

３
０
３
０

新に
い
ほ穗

む
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

６
０
２
５

田
ノ
上
哲さ
と
しさ
ん　
　

☎
59

－

９
８
５
８

松
田
俊
夫
さ
ん　
　

☎
53

－

１
７
０
８

【
山
田
地
区
】

森
島
寛
さ
ん　
　
　

☎
64

－

３
１
１
９

山
川
裕
彦
さ
ん　
　

☎
64

－

１
１
１
６

野
口
み
つ
子
さ
ん　

☎
64

－

２
５
３
０

【
高
崎
地
区
】

鈴
木
い
づ
み
さ
ん　

☎
62

－

４
２
１
４

坂
元
義
文
さ
ん　
　

☎
62

－

１
６
１
３

假か
り
や屋

由
紀
子
さ
ん　

☎
62

－

４
８
５
８

萬ま
ん
と
く德

雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

－

２
０
１
５

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

５
月
は

自
動
車
税
（
県
税
）
の
納
期
で
す

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務
事
務

所
の
ほ
か
、各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
自
動

車
税
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
近
く
の
県
税
・
総
務
事
務

所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
は
、
納
期
限
ま
で
に
申
請

す
れ
ば
、
自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
６

平
成
27
年
度
分

介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き

　

介
護
保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
て
、
年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、
６
月
か
ら
納
付
方
法
が
年

金
差
し
引
き
に
な
り
ま
す
。

◉
対
象　

① 

平
成
26
年
10
月
２
日
〜
12
月
１
日
に
65

歳
に
な
っ
た
人
で
、
平
成
26
年
12
月
に

年
金
を
受
給
し
た
人

② 

65
歳
以
上
で
、
平
成
26
年
10
月
２
日
〜

12
月
１
日
に
新
た
に
年
金
受
給
の
決
定

を
受
け
た
人

③ 

都
城
市
に
転
入
し
、
平
成
26
年
12
月
１

日
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
住
所

変
更
届
を
行
っ
た
人
で
、
前
住
所
地
に

お
い
て
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
て
い
た
人

※ 

対
象
者
に
は
、
5
月
下
旬
に
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
に
よ
り
介
護
保
険
料
仮
徴

収
額
（
６
月
・
８
月
）
を
通
知
し
ま
す

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

都
城
合
同
庁
舎
駐
車
場
の
利
用

　

都
城
合
同
庁
舎
（
広
口
交
差
点
北
側
）

の
駐
車
場
は
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
な
ど

に
一
部
を
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

騒
音
な
ど
の
迷
惑
行
為
や
目
的
外
の
不

適
切
な
利
用
、
翌
朝
７
時
以
降
に
及
ぶ
駐

車
な
ど
は
控
え
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

問　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

広報都城5月号

２
月
18
日
は

都
城
教
育
の
日

市
民
一
人
一
人
が
学
び
に
つ
い
て
考
え
、

教
育
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
日

と
し
て
、
毎
年
２
月
18
日
を
「
都
城
教
育

の
日
」
と
し
て
制
定
し
ま
す
。

問　

教
育
総
務
課　

☎
23

－
９
５
４
３

野
生
猿
被
害
防
止
対
策
用

電
気
柵
の
購
入
助
成
制
度

◉
対
象　

市
内
在
住
で
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
数
に
限
り
あ
り

◉
対
象
地
域　

野
生
猿
被
害
の
多
い
高
城
町
全
域
、
山
之

口
町
（
永
野
・
青
井
岳
地
区
）、高
崎
町
（
笛

水
地
区
）
な
ど
の
農
地

◉
対
象
物　

野
生
猿
用
電
気
柵
本
体
お
よ
び
柵
電
線
な

ど
（
支
柱
な
ど
は
対
象
外
）

※
事
前
審
査
あ
り

◉
補
助
金
額　

対
象
物
の
購
入
経
費
の
１
０
０
分
の
85
以

内
（
上
限
あ
り
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

申
問　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

火
気
使
用
器
具
な
ど
を
使
用
す
る

露
店
を
出
店
す
る
時
の
届
け
出

　

花
火
大
会
や
各
地
区
で
主
催
す
る
祭
り

な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
場
所

で
火
災
が
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
所
で

火
気
使
用
器
具
な
ど
を
使
用
し
た
露
店
を

出
店
す
る
時
は
、
届
け
出
と
消
火
器
の
備

え
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
人
が
安
心
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
予
防
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

南
消
防
署　

☎
26

－

１
１
０
４

　
　

北
消
防
署　

☎
38

－

１
６
７
１

「
都
城
教
育
の
日
」
の
由
来

　

明
治
５
年
、
都
城
県
の
参
事
（
現
在

の
県
知
事
）
に
着
任
し
た
桂か

つ
ら

久ひ
さ

武た
け

は
２

月
18
日
、
県
を
治
め
る
三
つ
の
方
針
を

示
し
ま
し
た
。そ
の
方
針
の
一
つ
は「
学

業
を
奨
励
し
て
人
材
を
育
成
す
る
」
と

さ
れ
て
い
て
、
都
城
に
お
け
る
学
業
振

興
や
人
材
育
成
の
大
切
さ
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

「
都
城
教
育
の
日
」
制
定
宣
言

　

市
で
は
、
都
城
教
育
の
日
を
、
家
庭

や
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
一
人
一
人

が
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
日
と
し
て
定

め
、
次
の
４
つ
を
宣
言
し
ま
す
。

① 

市
民
一
人
一
人
が
、
常
に
学
び
都
城

を
担
え
る
「
人
財
」
に
な
る
こ
と
を

目
指
す

② 

市
民
が
学
び
合
い
、
助
け
合
い
、
平

和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

③ 

市
民
が
家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
す
る

④ 

市
民
が
郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
、
郷
土

を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集

　
「
都
城
教
育
の
日
」
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
募
集
期
間　

９
月
10
日
㈭
ま
で

◉
対
象　

市
民
。
た
だ
し
、
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん

「
都
城
教
育
の
日
」
制
定
記
念
式
典

　

都
城
教
育
の
日
の
制
定
を
宣
言
し
、
そ

れ
を
記
念
し
て
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
程　

平
成
28
年
２
月
20
日
㈯

◉
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
内
容　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
最
優
秀
作
品

受
賞
者
の
表
彰
や
記
念
講
演
な
ど

桂
久
武
の
人
物
像

　

天て
ん

保ぽ
う

元
年（
１
８
３
０
）５
月
、
鹿
児

島
藩
日
置
領
主
島
津
久ひ

さ

風か
ぜ

の
第
５
子
と

し
て
生
ま
れ
、
後
に
桂
久ひ

さ
あ
き
ら徵

の
養
子
に

な
り
ま
し
た
。
安
政
４
年（
１
８
５
７
）

に
詰つ

め

衆し
ゅ
う

と
し
て
初
め
て
仕
事
に
就
く

と
、
元げ

ん

治じ

元
年
（
１
８
６
４
）
に
は
、

家
老
職
と
し
て
加か

は

ん判
役
で
御ご

よ

う

べ

や

用
部
屋

詰
め
に
な
る
と
、
藩
の
財
政
を
司
る

勝か
っ
て
が
た
か
か
り

手
方
掛
を
務
め
、
藩
政
の
中
枢
を
担

い
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
は
、
藩
主
忠
義
か
ら
、

藩
政
改
革
の
た
め
に
参
政
職
を
命
じ
ら

れ
る
と
、
明
治
３
年
に
、
鹿
児
島
県
の

大
参
事
に
就
任
。
西
郷
隆
盛
と
共
に
藩

政
を
掌
握
し
ま
し
た
。

　

都
城
県
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
、
豊
岡

県
（
京
都
府
北
西
部
と
兵
庫
県
北
部
地

域
）の
権ご

ん

県け
ん

令れ
い

の
辞
令
を
受
け
ま
す
が
、

病
気
を
理
由
に
断
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

霧
島
へ
移
住
。
官
職
に
は
就
か
ず
、
集

落
の
開
拓
や
鉱
山
開
発
に
尽
力
し
ま
し

た
。
久
武
の
能
力
を
高
く
評
価
し
た
大

久
保
利
通
は
、
政
府
の
役
人
に
な
る
よ

う
に
五ご

代だ
い

友と
も

厚あ
つ

（
鹿
児
島
藩
出
身
の
明

治
期
の
実
業
家
）
に
あ
っ
せ
ん
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
久
武
は
、
明
治
10
年
の
西

南
戦
争
に
西
郷
軍
と
し
て
参
戦
し
ま
し

た
が
、
９
月
24
日
に
戦
死
し
ま
し
た
。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
（
市
税
）
の
納
付

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
農
耕

車
、
小
型
特
殊
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。（
月
割
課
税

は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

６
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
近
く
の
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納

税
通
知
書
裏
面
に
記
載
）
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
５
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
（
所
有
）
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
５
月
25
日

㈪
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
度
の
二
輪
車
な
ど
の
税
額
改

定
は
、
１
年
間
延
期
に
な
り
ま
し
た

問　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

体
験
活
動
支
援
事
業

　

地
域
で
子
ど
も
の
自
然
体
験
活
動
な
ど

を
行
う
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◉
対
象　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

自
然
体
験
や
宿
泊
体
験
、
職
業
体
験
な
ど

の
活
動
事
業
を
実
施
す
る
団
体

◉
補
助
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以

内
で
、上
限
20
万
円
（
食
糧
費
は
対
象
外
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

申
問 

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

農
商
工
連
携
関
連
補
助
金

　

事
業
を
始
め
る
前
の
支
援
を
し
ま
す
。

◉
対
象　

中
小
企
業
者
や
農
林
畜
産
業

者
の
事
業
共
同
体
（
個
人
や
法
人
、団
体
）

◉
補
助
対
象
事
業　

新
商
品
の
開
発
や

事
業
化
、
販
路
開
拓
に
関
す
る
事
業

※
事
業
認
定
の
審
査
有
り

◉
補
助
率　

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

で
１
事
業
者
当
た
り
30
万
円
以
内

申
問　

６
月
26
日
㈮
ま
で
に
み
や
こ
ん
じ

ょ
Ｐ
Ｒ
課　

☎
23

－
２
６
１
５

農
地
中
間
管
理
事
業
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
へ

　

同
事
業
に
よ
り
農
地
の
借
り
受
け
を
希

望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◉
募
集
期
間　

５
月
29
日
㈮
ま
で

◉
区
域　

市
内
全
域
（
農
事
振
興
会
の

地
区
単
位
で
の
指
定
も
可
能
）

申
問　

農
政
課　

☎
23

－

２
７
６
８

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

◉
日
時　

５
月
26
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

◉
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
内
容　

が
ん
治
療
に
よ
る
脱
毛
と
ウ
ィ

ッ
グ
の
相
談
会

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
問　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ

ー　

☎
23

－

４
１
１
１

未
来
へ
残
そ
う
、
き
れ
い
な
水
を

　

私
た
ち
の
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
大
淀
川

　

流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
河
川
浄
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続

　

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
問　

中
央
・
都
城
処
理
区　

下
水
道
課　

☎
23

－

５
９
２
１

　
　
　
　

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

溝
に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が

な
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
発
生
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
供
用
を
開
始
し
た
区
域

（
平
成
26
年
度
下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

都
城
処
理
区

　

広
原
町
、一
万
城
町
、志
比
田
町
の
一
部

平
成
27
年
度
公
共
下
水
道
工
事

予
定
箇
所

都
城
処
理
区　

広
原
町
、
都
北
町

接
続
工
事
は
指
定
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、指

定
工
事
店
以
外
が
工
事
を
行
う
と
違
反

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
市
に
は
、
６
つ
の
下
水
道
処
理

区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は
２
、２
０
５
・
８

㌶
、
処
理
人
口
は
７
万
１
、３
６
６
人
で
、

そ
の
う
ち
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割

合
は
79
・
70
㌫
で
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、す
で
に
下
水
共

用
区
域
に
住
ん
で
い
て
接
続
し
て
い
な

い
人
も
、早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

 

河
川
の
水
質
を
改
善

　

家
庭
用
の
ト
イ
レ
や
台
所
、風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排　

水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水　

に
し
て
、
河
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

広報都城5月号

シ
ネ
サ
ロ
ン
都
城

映
画
「
望
郷
の
鐘
」

　

自
ら
も
満
州
で
過
酷
な
体
験
を
し
な
が

ら
、
生
涯
を
残
留
孤
児
た
ち
の
肉
親
捜
し

に
さ
さ
げ
、
献
身
的
な
愛
で
支
え
た
山
本

慈じ
し
ょ
う昭
の
物
語
。
戦
後
70
年
目
の
節
目
を
迎

え
、
平
和
の
尊
さ
を
再
確
認
し
、
再
び
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
思
い
を
深
め
ら
れ
る

映
画
で
す
。

◉
日
時　

５
月
17
日
㈰

　
　
　
　

①
10
時
30
分
〜
12
時
15
分

　
　
　
　

②
14
時
30
分
〜
16
時
15
分

　
　
　
　

③
18
時
30
分
〜
20
時
15
分

◉
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
料
金　

大
人
１
、０
０
０
円

　
　
　
　

学
生
５
０
０
円

※
当
日
は
２
０
０
円
増
し

問　

シ
ネ
サ
ロ
ン
都
城　

　
　

☎
80

－

６
０
２
８

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

提
出
書
類
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
程　

５
月
22
日
㈮
、
８
月
19
日
㈬
、

11
月
13
日
㈮
、
平
成
28
年
２
月
12
日
㈮

◉
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

◉
場
所　

宮
崎
県
庁
７
号
館　

　
　
　
　

７
４
３
、７
４
４
号
室

問　

県
文
化
財
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
２
５
０

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

補
助
対
象
貯
留
施
設

　

容
量
１
０
０
㍑
以
上
で
、
流
入
前

の
ご
み
取
り
装
置
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
配
管
、
水
栓
を
備
え
て
い
る
も
の

補
助
対
象
者　

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
個
人

補
助
地
域　

市
内
全
域

補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）で
、

設
置
基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

※
昨
年
度
平
均
補
助
金
額

　

１
万
５
、０
０
０
円
／
基

申
請
期
限　

　

設
置
か
ら
１
カ
月
以
内

※ 

補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
（
事
前

予
約
可
）。
補
助
を
受
け
た
い
人
は
、

雨
水
貯
留
施
設
（
タ
ン
ク
）
購
入

前
に
、
必
ず
環
境
政
策
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

地
下
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
た

　

め
に
、
市
で
は
、
地
下
水
の
量
的
保
存
対
策
と
し
て
、
雨
水
貯
留
施
設
（
雨

　

水
貯
留
タ
ン
ク
な
ど
）ま
た
は
小
規
模
雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）

　

を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

　

問　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
5/17
㈰

児玉小児科（小） 25-5570

瀬ノ口医院（内・消） 25-5155

佐々木医院（内） 62-1103

都北鮫島クリニック（胃・内・外）38-6060

ならはら皮膚科医院（皮） 22-1455

いそいち産婦人科医院（産・婦）22-4585

とだか歯科医院 21-3618
5/24
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004

藤元上町病院（内） 23-4000

瀬ノ口内科放射線科医院（内）25-7780

山下医院（胃・外） 52-1348

いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮）45-0020

かみながえクリニック（耳鼻）25-0224

中条歯科医院 52-1537
5/31
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700

ベテスダクリニック（内） 22-1700

長倉医院（内） 52-2109

たかお浜田医院（外・内） 22-8818

石井皮膚科医院（皮） 23-4588

野田医院（産・婦） 24-8553

やすひさ歯科医院 39-5900

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してくだ
さい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
5/17㈰ 姫城、ひむか都城、ひまわり

5/24㈰
ひまわり上町、そうごう都原、
トロン年見

5/31㈰
ハートハンズ、トロン、古川調剤
そうごう三股仲町、そうごうたかお

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度

の
水
質
検
査
（
無
料
）
を
年
数
回
、

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も

基
準
値
を
超
え
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
環
境
政

策
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

硝
酸
態
窒
素

　

細
菌
や
大
腸
菌
な
ど
と
は
異
な
り
、

煮
沸
し
て
も
取
り
除
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ
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図書館だより 都城市立図書館 ☎ 22‒0239
高城図書館 ☎ 58‒4224

◎問い合わせ
今月のおすすめの本

都城市立図書館 ●休館日／5月18日・25日・6月1日～12日・15日・22日・29日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／5月17日・19日・26日・6月2日・9日・16日・21日～27日・30日 ●開館時間／９：30～18：00

都
城
島
津

伝
承
館
だ
よ
り

高た
か
し
ま
し
ょ
じ

島
所
持
荻お

ぎ
の
り
ゅ
う

野
流
拾じ

ゅ
う
も
ん
め匁

筒つ

つ

の

ず

之
図

　

こ
の
史
料
は
、
江
戸
後
期
の
砲
術
家

高た
か
し
ま島

秋し
ゅ
う
は
ん帆

が
荻
野
流
砲
術
を
基
に
作
製

し
た
十
匁
（
約
38
㌘
）
の
弾
丸
を
発
射

で
き
る
銃
を
、天て

ん

保ぽ
う

10
年
（
１
８
３
９
）

５
月
に
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。

　

秋
帆
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
西
洋
流

砲
術
演
習
を
行
う
な
ど
、
日
本
随
一
の

砲
術
家
と
し
て
知
ら
れ
、
西
洋
砲
術
を

取
り
入
れ
た
革
新
的
な
流
派
「
高
島
流
」

の
創
始
者
で
す
。

　

鹿
児
島
藩
で
は
、
稲い

な
と
み
り
ゅ
う

富
流
や
提て

い
よ
う
り
ゅ
う

要
流

な
ど
の
砲
術
が
主
流

で
し
た
が
、
江
戸
後

期
に
な
る
と
荻
野
流

が
広
ま
り
、
藩
内
に

お
い
て
砲
術
の
西
洋

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
城
で
も
、
23
代

久ひ
さ
の
り統

ま
で
は
稲
富

流
、
24
代
久ひ

さ
も
と本

は
荻

野
流
と
高
島
流
を
学

び
、
数
多
く
の
免
許

状
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
史
料
は
都

城
に
砲
術
の
西
洋
化

の
波
が
押
し
寄
せ
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
貴
重
な
史
料
で
す
。

　

今
回
か
ら
、都
城
の
歴
史
や
文
化
財
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
時
代
背
景
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、
軍ぐ

ん

神じ
ん

原ば
る

遺
跡
（
高
城

町
）
か
ら
出
土
し
た
、
県
内
で
最
も
古

い
土
器
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

土
器
は
、平
成
26
年
度
の
発
掘
調
査
で
、

今
か
ら
約
１
万
２
、８
０
０
年
前
に
た

い
積
し
た
火
山
灰
層
の
下
か
ら
、
旧
石

器
時
代
の
細さ

い
せ
き
じ
ん

石
刃
（
石
で
作
っ
た
狩
り

の
道
具
）
と
一
緒
に
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
土
器
が
県
内
の
遺
跡
で

見
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
県
内
で

は
最
も
古
い
土
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。小
さ
な
か
け
ら
で
す
が
、

都
城
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
狩
猟
中
心

の
生
活
か
ら
、
定
住
化
に
向
か
っ
て
い

っ
た
時
期
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
史
料
で
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

今月号から、図書館だよりのページレイアウトが変更に
なりました。来月から、読み聞かせ会の情報などは、イ
ベント紹介ページでお知らせします。
【都城市立図書館　読み聞かせの部屋】
●おはなしの部屋「そらまめ」　5月21日㈭11：00～
●本とおはなしの会 6月13日㈯14：30～
6月1日㈪～12日㈮は蔵書点検のため休館
【高城図書館】
●おはなしトントン 5月30日㈯11：00～
●えほん侍、参上！ 6月13日㈯11：00～
6月21日㈪～27日㈯は蔵書点検のため休館

マラソン哲学　

わが母最後のたたかい

巣のはなし

貴重な在宅介護の記録、そして母と息
子の戦後史を描く。認知症の母親の介
護を撮影したテレビディレクターによる、
在宅介護ノンフィクション。

泥の巣、浮き巣、大きな巣に小さな巣。
生き物の巣には、たくさんの工夫が凝
らされています。生物の多様性に触れ
る美しいイラストの知識絵本。

月刊陸上競技（編）　講談社（出版）

相田洋（著）　NHK出版（出版）

ダイアナ・アストン（文）
ほるぷ出版（出版）　

一般

一般

一般・児童

頂点を極めた名選手、名指導者の足跡
をたどる。勝つためのヒントが満載。
選手も指導者も、意識改革を。東京オ
リンピックに向けて、今動け！

※ ８月30日まで都城歴史資料館
　で展示しています。

文
化
財
課　

☎
23
９
５
４
７

問



◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.3

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
は
我
が
家
で
も
大
活
躍
。

笑
い
な
が
ら
妻
と
二
人
で
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
県
外
に

住
む
子
ど
も
も
、「
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ん
け
ど
楽
し
い
」
と

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
が
み
ん
な
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
ね
。

（
野
々
美
谷
町　

ダ
イ
エ
ッ
ト
じ
い
ち
ゃ
ん
）

私
の
主
人
は
肉
と
焼
酎
が
大
好
き
。「
都
城
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
は
、
毎
日
晩
酌
し
て
い
ま
す
。
今
月

号
の
特
集
を
読
ん
で
、
私
た
ち
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
お
い
し
い
食
事
を
い
た
だ
け
る
の
だ
と
、
感
謝

の
気
持
ち
が
深
ま
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
川
東
二
丁
目　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

ま
ち
な
か
再
生
を
考
え
る
を
読
ん
で
、
子
ど
も
の
頃
の
市

街
地
を
思
い
出
し
、
あ
の
こ
ろ
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
と
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
新
し
く
で
き
る
施
設
は
、
み
ん
な

が
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
る
と
良
い
な
と
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
尾
一
丁
目　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
勉
強
し

た
こ
と
で
、
少
し
で
も
良
き
相
談
相
手
に
な
り
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
命
が
自
ら
消
え
な

い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
梅
北
町　

マ
ノ
ン
さ
ん
）

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今
月
号
を
読

ん
で
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。早
速
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
原
町　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ん
）

かなえられた夢
　子供のころ、私が持っていた日本のイメージは、「日
本は不思議な国。ミステリアスでよく分からないけど、
カッコイイ」。初めて来日した当時、私が知っていた日
本語は、「こんにちは、さようなら、寿司、ラーメン、
忍者、侍、相撲、ドラゴンボール、ポケモン」だけでした。
つまり、あいさつや食べ物、テレビの人気アニメのタ
イトルといった簡単な言葉しか知らなかったのです。
　2005年8月、長野県岡谷市の太鼓祭りを見たとき、
そのカッコよさに深く感動し、和太鼓に憧れを持って
いました。そして昨年、都城に来て、龍神太鼓に加入
させてもらい、和太鼓に触れるチャンスを得ることが
できました。
　3月21日に開催された東

つま

霧島神社例大祭で、仲間と
一緒に和太鼓を初めて演奏。演奏が終わった瞬間、天
にも昇るほどうれしく、とても満足することができま
した。かなえられると思っていなかった夢が、現実の
ものとなった瞬間でした。

ダリン・ハミルトンさん
（オーストラリア）

■３月号クイズの結果【応募総数88通】
　◎正解／①みやこんじょ  ②予防  ③消防

問　①朝鮮○○が国の重要文化財に指定されました

答  
問　②地域の身近な相談役　◯◯委員・児童委員
 

答  
問　③都城市歌「◯◯にみちて」が完成！

答  

国際
交流員の
ひとりごと



POST  CARD

8 8 5 8 5 5 552円切手を
お貼りください

読者今月
施設案内

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.113  2015年5月号）

商品提供事業者

鶏
け い あ い

愛（山田町）　☎64-2758

【みやざき地
じ と っ こ

頭鶏 1羽セット1人】

こだわりと愛情を込
めて育てたブランド
地鶏「みやざき地頭
鶏」を丸ごと味わえる
１羽セットのプレゼ
ント。旨みたっぷりの
地頭鶏をご賞味くだ
さい。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話 
番号と、わたしの一言や５月号を読んだ感想を書いて 
〒885-8555　秘書広報課まで。 正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

　※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選者への
　　商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　６月１日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集しています。
　詳細については秘書広報課まで問い合わせください

◎３月号当選者　岩永 スズ子さん（高城町有水）
　　　　　　　　川畑 フヂ子さん（都原町）

※5月16日～6月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
5月11日㈪～25日㈪までは展示替え作業のため休館
◎収蔵作品展「プレイバックPart2-時代を振り返る」
　5月26日㈫～7月5日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
 ※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「都城ができるまで」
　8月30日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵史料展「都城と都城島津家」6月28日㈰まで
　収蔵史料展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般210円　高校・大学生160円　小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学校100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間 ９：00～17：00
入 館 料 無料
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入 館 料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間 10：00～16：00
入 館 料 大人200円　小・中学生100円
休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間 10：00～15：00
金、土、祝日の前日は19：00～ 22：00も開館
入 館 料 中学生以上310円　小学生100円
休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
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女優・室井滋と絵本作家・長
谷川義史によるトークライ
ブ。楽器の生演奏にのせて絵
本朗読、その場で描かれるラ
イブ紙芝居など、大人も子ど
もも楽しめる内容です。

● 日　 時　6月21日 ㈰
　　　　　　開演14：30（開場14：00）
● 料　 金　全席指定　
　 大人　3,000円　子ども　2,000円（3歳～高校生）
　 ※2歳以下は膝上鑑賞無料。座席が必要な場合は有料
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

インフォメーション

平成27年4月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,020世帯（－178）（359）
人口総数 165,075人（－1,075）（－1,077）
男　　性 77,268人（－560）（－428）
女　　性 87,807人（－515）（－649）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

地域に伝わる民俗芸能

市内各地で継承されているさまざまな民
俗芸能。３月28・29日に母智丘公園で
開催されたもちお桜まつりでも、民俗芸
能が披露されました。そのひとつ、下長
飯のジャンカン馬踊では、牝馬のサクラ
が馬使いのさばく綱に従い太鼓や三味線
の音に合わせ、軽やかにステップを踏む
様に、訪れた人たちは関心していました。

●日　時　5月10日㈰　10：30～ 16：00
　　　　　※マーケット部門は9：00～ 13：00
●料　金　無料
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

交流プラザを利用しているダン
スサークルや着付け教室、勉強
会サークルによる舞台と展示の
発表会。同時にプラザ前で飲食
物やハンドメイド作品を販売するマーケットも開催します。

スマートフォンからも
市政情報がご覧に
なれます

プラザのおまつり

プラザの輪

しげるとよしふみの

笑って元気!絵本ライブショー

都城市現住人口

今月の表紙

桜の花も散り、爽やかな新緑の季節。四方を山々
に囲まれた都城は、まばゆいばかりの緑に包まれ、
身も心もリフレッシュできる良い季節になりました。
昨年のゴールデンウィークは家族で霧島山の散策
に出かけましたが、今年も森林浴を楽しみながら、
季節の草花を探しに行こうと思います。お金や時
間をかけず、登山やウオーキングなど気軽に楽し
めるのも、都城の大きな魅力ですね。（博）

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50～　②11：50～
　③17：50～　④20：50～
　⑤22：50～

市の提供番組紹介

■毎週木曜日　市民課窓口は17:15～19:00まで夜間対応
■土・日曜日　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　　　　　　　9:30～17:00（12:00～13:00を除く）

イベントカレンダー（5月16日～6月15日）
※【　　　】内は場所、問は問い合わせ先

５
月

31日㈰まで　
都城島津邸　五月人形展【都城島津邸】
問 都城島津邸　☎23-2116

６
月

６日㈯　13：30～
お田植え祭【東霧島神社】
問 東

つ ま

霧島神社　☎62-1713

14日㈰　8：00～11：00
都城ぼんち市【東中町通り】
問 都城商工会議所　☎23-0001

14日㈰　10：00～15：00
くまその里よろず市【滝の駅せきのお】
問 くまその里よろず市実行委員会
　　☎37-3405

市役所の開庁時間　平日8:30～17:15  ※土・日・祝日は閉庁


